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【要 旨】乳癌 471 例において腫瘍のサブタイプ別に臨床病理学的因子及び乳 
 
癌の増殖や治療感受性に重要なバイオマーカー（腫瘍内の１１蛋白分子、１遺 
 
伝子）との関連性を解析した。“ERあるいは PR陽性、HER2陰性”タイプは組織 
 
学的グレードが低く予後良好因子 bcl-2の発現が高かった。“ERあるいは PR陽 
 
性、HER2陽性”タイプは bcl-2の発現が低かった。“HER2”タイプ（ER及び PR 
 
陰性、HER2陽性）は組織グレードが高く、細胞死制御の要である Akt 活性と相 
 
関する PTEN reduced の割合や癌細胞の増殖に関与する EGFR、c-Met、アポトー 
 
シス抑制物質survivinの陽性率が高く、bcl-2陽性率が低かった。“basal-like” 
 
タイプ（ER及び PR陰性、HER2陰性, EGFRあるいは CK5/6陽性）は組織グレー 
 
ドが高く、PTEN reduced の割合や予後不良因子 c-Kitの陽性率が高く、bcl-2 
 
陽性率が低い特徴があった。“Unclassified” タイプ（いずれも陰性）でも bcl-2 
 
陽性率は低く、また予後不良に関連する IGF-1Rの発現が高くこの制御が治療に 
 
有効と考えられた。乳癌のサブタイプの違いによりバイオマーカーの発現に有 
 
意な特徴があり、サブタイプ別の治療戦略構築に有用であると考えられた。 
